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参加目的 :

1,一次元反強磁性ジグザグ鎖(VO)(S04)(2,2-bpy)の 磁性に関する研究報告を行
い、議論を通して S=1/2-次元反強磁性ジグザグ鎖の理解を深めること,
2.国際学会において国際的な研究者ネットワークを形成 し、語学を含めた実践
的な議論を経験すること。

会議の状況 :会議は 10/10(日 )か ら 10/14(木 )ま でマルチセッションで行わ
れた.参加者 118名 は韓国、日本、中国、イン ド、オース トラリア、ロシアな
どアジアー環太平洋の 14ヵ 国から来ていて、大変多彩であった。ポスターセッ
ションは 10/11(月 ),12(火)の二日間に半数ずつ分かれて行われた。発表の
内容は磁性を含む固体ばかりではなく液体のESR沢J定や ENDORを 用いた有機
物生体物質測定などについて活発に研究報告がなされた。

成果概要 :一次元反強磁性ジグザグ鎖は次近接相互作用の影響でフラス トレー

シヨンを生 じ多種多様な基底状態が理論的に予想されていたが、ジグザグ鎖の

モデル物質が見つかっていなかった。近年、モデル物質(VO)(S04)(2,2-bpy)が 初

めて合成され、本物質について ESR測定を行い、ポスター発表を行った。一次
元磁性体の磁性や強磁場を用いた多周波 ESR測定における研究報告はあまりな
されておらず、一次元磁性体の強磁場 ESR測定は有意義な実験であることをこ
の学会を通 じて確認することができたと思います。二次元磁性体の研究発表は

多数行われてお り、Drcsdcnの Kataev氏 の研究報告や東北大の山内氏の二次元磁

性体における研究報告が興味深く参考になったと思います。また、高圧下にお

ける ESR測定など様々な発表を聞くことができ、今後の研究におけるアイディ
アやモチベーションなどを得ることができた。英語を通 じて自分の研究内容を

発表することもでき、今後の研究生活において非常に有意義な経験ができたと

思います。このような機会を与えてくださつた望月基金に深く感謝いたします。


